令和６年度環境学習推進事業追加募集実施要領
１　目的
　　本事業では、国立公園等の優れた自然や里山などを有する三陸地域において、次世代を担う子供たちが、地域の自然環境及びその土台である地層、地形等の特徴を学ぶことで、みちのく潮風トレイルや三陸ジオパークの理解と活用が促進されるとともに、ふるさとの魅力に気づき、環境保全の意識を高めることができるよう、子供又は親子を対象とした環境学習を実施する。
　　あわせて、沿岸地域の環境活動の活性化を図るため、子供たちが自然環境とふれあう機会をより多く創出するとともに、環境活動団体間および他分野との交流、相互連携の促進を図ることとする。

２　事業内容
(1) 　環境活動団体による環境体験学習
沿岸広域圏で環境体験学習の企画を公募し、事業企画選定委員（以下「委員」という。）の審査により採択された企画（以下「事業企画」という。）を提案団体に委託して実施する。
事業企画の追加募集数は1事業とするが、応募状況等により変更する場合もある。

(2) 　ジオ清掃活動

沿岸広域振興局の３地区それぞれにおいて、三陸ジオパーク・ジオサイトを中心に地域のＮＰＯ等と協力して清掃活動を行い、次世代へ残していける三陸の自然環境の維持に努める。

(3) 　意見交換会
委託事業を実施した団体及び事業の参加者による活動報告並びに参加者による意見交換を行う。また、有識者による講演会を行い、地域の環境保全に資する様々な情報の共有を図る。

３　事業計画

(1) 　実施方法
沿岸広域振興局保健福祉環境部、宮古保健福祉環境センター及び大船渡保健福祉環境センターが連携して取り組むこととする。各局で委託事業に係る契約事務及びジオ清掃活動を行い、委託事業決定に係る事務及び意見交換会は沿岸広域振興局保健福祉環境部が担当する。

(2) 　スケジュール
〇事業計画公募　　　～7月中旬
〇事業計画決定　　　～７月末
〇事業委託・実施　　８月～令和７年１月末

〇意見交換会開催　　令和７年２月
〇ジオ清掃活動　　　随時

４　事業企画の公募
(1) 　募集の方法
沿岸広域振興局管内の環境活動団体、流域基本計画の推進に係る協議会などに案内するとともに、沿岸広域振興局保健福祉環境部（保健福祉環境センター）のホームページへ掲載する。

(2) 　対象団体
沿岸広域振興局管内を活動の拠点として、同地域で主に子供を対象に環境体験学習またはジオパークに関する学習を行った実績のある団体とする。ただし、行政機関が主宰する団体は除く。

(3) 　事業企画の条件
ア　事業内容は、本事業目的に合致し、地域の子供又は親子を対象とした環境体験学習（みちのく潮風トレイルや三陸ジオパークなどの地域資源を活用し、ふるさとの魅力を伝えるもの）であること。
イ　事業は、令和７年１月31日までに完了するものであること。
ウ　事業費は、100,000円（消費税含む。減免事業者の場合は届け出ること。）を上限とする。なお、応募状況や企画内容等により変更する場合もある。

５　事業企画の選定と委託
(1) 　委員の構成
委員は、沿岸広域振興局保健福祉環境部、宮古保健福祉環境センター及び大船渡保健福祉環境センターの環境衛生課長とする。

(2) 　審査方法と事業の選定
ア　応募された環境体験学習の事業企画及び審査票を委員に送付する。
イ　委員が以下の５つの項目についてそれぞれ点数（１～５点）により評価する。
(1) 的確性（事業目的の理解が十分で、目的に合致しているか）

(2) 実現性（内容の実現が可能なものか）
(3) 有効性（内容が目的の達成に効果があるか）
(4) 提案団体の実現可能性（活動実績があるか、確実な実施が見込めるか）
(5) その他（その他評価すべき要素）

ウ　原則として、５つの項目の委員合計点が13点以上の企画を採択する。13点以上の事業企画が募集数を上回った場合は、得点の高い順に事業企画を採択する。

(3) 　委託
ア　選定した事業企画に基づき、委託事業の仕様、積算資料の作成及び予定価格を決定する。
イ　提案団体に、委託事業の事業費見積書の提出を求める。
ウ　事業費見積書が予定価格以下の場合、事業委託契約を締結する。
エ　提案団体は、委託契約後に事業を開始し、事業が終了した場合は完了報告書を提出する。

（令和６年４月４日制定）
